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１　

は
じ
め
に

　

本
校
は
、
浅
口
市
の
沿
岸
部
に
位

置
し
て
い
る
児
童
数
１
７
０
名
（
令

和
２
年
度
）
の
学
校
で
す
。

　

寄
島
地
区
に
は
保
育
園
、
こ
ど
も

園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
各
１
校
園

ず
つ
設
置
さ
れ
、
交
流
活
動
等
連
携

を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
全
体
の

呼
称
と
し
て
「
寄
島
学
園
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
４
校
園

の
寄
島
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
と
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

２　

現
状
と
課
題

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
教
職
員
、
地
域
住
民
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿

　

「
思
い
や
り
」
な
ど
の
徳
育
や
、「
あ

い
さ
つ
」
な
ど
の
主
体
性
に
関
す
る

こ
と
が
多
い
一
方
で
、
「
寄
島
を
愛

す
る
子
」
は
少
な
く
、
人
口
減
少
が

進
む
こ
の
地
域
で
は
、
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

②
強
み
（
魅
力
）

　

海
を
中
心
と
し
た
自
然
や
伝
統
的

な
行
事
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
弱
み
（
課
題
）

　

学
校
で
は
学
力
低
下
や
規
範
意
識

の
低
下
、
教
員
の
多
忙
化
等
、
家
庭

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
依
存
、
過
保
護
や

子
育
て
に
関
わ
る
言
動
等
、
地
域
で

は
、
人
口
減
少
や
人
間
関
係
の
希
薄

化
、
子
ど
も
の
活
躍
の
場
の
減
少
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３　

取
組
内
容

（
１
）
組
織
体
制
の
構
築

①
校
内
に
全
職
員
参
加
の
４
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
Ｃ

Ｓ
の
実
働
部
会
と
連
動
し
、
地
域
を

含
め
た
チ
ー
ム
寄
島
で
、
子
ど
も
の

成
長
と
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
の
体
制
を
実
働
化
す
る
組
織
に

す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
全
員
参
画
に

よ
る
学
校
評
価
書
・
ア
ク
シ
ョ
ン
シ

ー
ト
等
を
作
成
し
、
校
内
チ
ー
ム
や

Ｃ
Ｓ
部
会
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
見
え
る

化
を
図
り
、
学
校
経
営
と
Ｃ
Ｓ
と
の

連
動
が
進
む
よ
う
に
仕
掛
け
ま
し
た
。

（
２
）
地
域
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

「
よ
り
し
ま
学
」
の
開
発

　

「
よ
り
し
ま
学
」
と
は
、
ふ
る
さ

と
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

を
ね
ら
い
と
し
た
地
域
学
習
で
す
。

「
海
」
を
テ
ー
マ
に
海
洋
教
育
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
「
寄
島
に
親
し

む
」
「
寄
島
を
知
る
」
「
寄
島
を
見
つ

め
る
」
「
寄
島
に
貢
献
・
還
元
す
る
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
内
容
を

小
学
１
年
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
核

に
配
列
し
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
島
の

強
み
を
生
か
し
、
弱
み
を
解
決
す
る

学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

教
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、

地
域
住
民
、
児
童
生
徒
等
の
ア
イ
デ

ア
を
生
か
し
た
熟
議
、
授
業
実
践
を

行
い
な
が
ら
、
「
よ
り
し
ま
学
」
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
シ
ー
ト
や
ス
ト
ー
リ
ー

シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
年
度

そ
の
追
試
を
行
い
、
よ
り
よ
い
学
び

に
つ
な
が
る
よ
う
改
善
を
し
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

　

チ
ー
ム
と
し
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
組
織
集
団
の
運
営
に
よ
り
、
学

習
習
慣
や
生
活
習
慣
等
に
少
し
ず
つ

効
果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
が
、
自
己

肯
定
感
が
低
い
等
の
課
題
も
見
て
取

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
そ
れ
ら
課
題
解
決
へ
向
け
、

学
校
組
織
と
Ｃ
Ｓ
組
織
の
一
体
化
に

よ
る
学
校
経
営
、
持
続
可
能
な
Ｃ
Ｓ

活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
校
長　

安
田 

隆
人
）

寄
島
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

連
動
し
た
学
校
経
営
戦
略浅

口
市
立
寄
島
小
学
校

3

ＣＳと連動した校内組織体制

様々な立場から意見を交わす熟議


